
た
か
ま
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じ
ょ
う

香
川
・高
松

城

跡

①

（松
平
大
膳
家
中
屋
敷
跡
）

１
　
所
在
地
　
　
　
香
川
県
高
松
市
丸
の
内

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
二
月
１
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一昌
松
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
大
嶋
和
則

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

（武
家
屋
敷
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
高
松
城
跡
の
中
堀
と
外
堀
の
間
に
位
置
し
、
絵
図
な
ど
か
ら
藩
主

連
枝
松
平
大
膳
家
の
中
屋
敷
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
発
掘
調
査
に
お
い
て
検
出

さ
れ
た
Ｓ
Ｋ

一
二
三
か
ら
、
松

平
大
膳
家
家
紋

（丸
に
中
陰
四

つ
葵
紋
）
を
上
絵
付
け
し
た
理

兵
衛
焼

（高
松
藩
御
庭
焼
）
及

び
瓦
が
出
上
し
た
こ
と
か
ら
、

推
定
が
正
し
い
こ
と
が
確
認
さ

わ

れ
た
。
調
査
地
は
屋
敷
の
裏
庭

一局

部
分
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
、

特
に
一
人
世
紀
後
半
以
降
の
ご

み
捨
て
穴
と
考
え
ら
れ
る
土
抗
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
木
簡
は
二

基
の
土
坑
か
ら
出
上
し
た
。

土
抗
Ｓ
Ｋ

一
二
三
か
ら
は
、
奈
紋
入
り
理
兵
衛
焼
や
家
紋
入
り
瓦
と
と
も
に
、

一
人
世
紀
第
Ⅲ
四
半
期
の
陶
磁
器
類
が
多
量
に
出
土
し
た
。
県
調
査
九
の
内
地

区
の
Ｓ
Ｋ
Ｏ
九
と
同

一
遺
構
で
あ
る

（本
号
掲
載
）。
ま
た
、
漆
器
椀
や
曲
物
、

箸
な
ど
の
木
製
品
と
と
も
に
木
簡
八
点
が
出
土
し
た
。

土
坑
Ｓ
Ｋ

一
二

一
も
ご
み
捨
て
穴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
ほ
ぼ
完
形
の
屋

島
焼
の
土
瓶
が
六
点
出
上
し
た
。
出
土
陶
磁
器
か
ら

一
九
世
紀
の
遺
構
と
考
え

ら
れ
る
。
木
簡
は
遺
構
の
下
層
の
木
器
類
と
と
も
に

一
点
だ
け
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

土
坑
Ｓ
Ｋ
一
二
三
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2003年出上の木簡

④
　
Ｌ
小

一

名〔小
力
〕

働

　

□

〔
日
ヵ
〕

□
」

□
」

⑥

　

「
□
中
村
御
宿
□

０

　

□
□
□
□

０

　

「
□

土
坑
Ｓ
Ｋ
一
二
一

①

　

「井

こ

い
の
上
部
は
方
形
を
呈
し
、
穿
孔
が
見
ら
れ
、
下
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
裏

面
は
欠
損
し
て
定
か
で
は
な
い
が
、
「小
嶋
」
の
可
能
性
が
高
い
。
翌
局
松
藩
士

由
緒
録
』
に
代
々
松
平
大
膳
家
の
家
来
で
あ
っ
た
と
記
載
の
あ
る
、
小
嶋
市
兵

衛
の
家
系
に
関
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
上
下
が
欠
損
す
る
。
０
は
側
面
の
一
部
を
欠
く
が
、
ほ
ぼ
完
存
す
る
も

の
で
あ
る
。
表
面
の
文
字
は
意
味
不
明
で
、
裏
面
の
墨
痕
は
梵
字
の
可
能
性
が

あ
る
。
ω
は
上
下
と
も
残
存
し
て
い
る
が
、
側
面
の
片
側
下
半
が
欠
損
し
て
い

る
。
０
は
上
下
、
側
面
と
も
欠
損
し
て
い
る
。
文
字
は
い
に
酷
似
す
る
。

①
は
下
は
欠
損
す
る
が
、
わ
ず
か
に
上
端
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
高
松

城
下
の
南
に

「中
村
」
の
地
名
が
あ
る
。
０
は
上
下
、
側
面
と
も
欠
損
。
①
の

上
部
は
方
形
で
、
下
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
墨
痕
の
最
上
部
が
看
取
で
き
る
に

す
ぎ
な
い
。

①
は
完
存
す
る
も
の
で
、
長
方
形
の
材
の
下
部
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
香
川
県
歴
史
博
物
館
御
厨
義
道
氏
の
ご
教
示
を

得
た
。

９
　
関
係
文
献

高
松
市
教
育
委
員
会

・
香
川
県
弁
護
士
会

『高
松
城
跡

（松
平
大
膳
家
中
屋
敷

跡
産

谷二
〇
〇
二
年
）

（大
嶋
和
則
）
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